
集中治療室（ICU）部門 

 

目的：集中治療室（ICU）で発生する３種類の院内感染症(人工呼吸器関連肺炎、 

カテーテル関連血流感染症、尿路感染症)の発生率やその原因菌に関する

データを継続的に収集・解析し、ICU における院内感染症の発生状況等を

明らかにする。 

 

提出データ： 

①熱傷患者を除く全入室患者  ：患者識別番号、入室日時、退室日 

②熱傷患者を除く感染症発症患者：①に加えて感染症発症日、感染症の種類、 

感染症の原因菌、感受性試験結果 

（* デバイス日は収集せず） 

 

データ収集方法：担当者（ICU の医療従事者または事務職員）が、各々の施設の 

状況に応じて作成した全入室患者のサーベイランスシートに 

基づいて必要な患者データを収集する。 

 

提出方法：入力支援ソフト等を用い上記データを入力後、Web 送信する 

 

提出頻度：年２回（２月、８月） 

 

還元情報：Web 上で随時閲覧可能 

・半期報（２回/年）、並びに年報（１回/年） 

・主な内容 

人工呼吸器関連肺炎発生率 

カテーテル関連血流感染症発生率 

尿路感染症発生率 

感染症別原因菌分類 

（感染症発生率はすべて在室日数によるリスク調整を行う。自施設におけ

る発生率と全参加医療機関の発生率との比較が可能） 

 

参加要件： 

１．データ入力と提出の実務担当者を指名、配置できること。 

２．ICU の管理責任者が内容の最終確認を行うなど、提出データの精度管理 

体制が適切に構築されていること。 

３．定期的にサーベイランスデータを提出すること。 


